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ふりがな をちやらせないちゃしあと､をちやらせないいせき

収録遺跡 ヲチヤラセナイチヤシ跡､ヲチヤラセナイ遺跡

所在地
ヲチヤラセナイチヤシ跡 ●

● 北海道勇払郡厚真町字幌内114

ヲチヤラセナイ遺跡 ●
● 北海道勇払郡厚真町字幌内112-1,114,124

市町村コード 1581

遺跡番号 ヲチャラセナイチャシ跡 ○
● 100 ヲチャラセナイ遺跡 ●

● 101

北緯
ヲチヤラセナイチヤシ跡：42． 45

ノ

59
〃

ヲチャラセナイ遺跡 ●
● 42｡ 46/ 1"

東経
ヲチヤラセナイチヤシ跡: 142｡ 0

ノ
1
〃

ヲチヤラセナイ遺跡 : 141｡ 59
ノ
59
〃

調査期間

ヲチヤラセナイチヤシ跡: 2008年度:7月8日～10月31日 2010年度:6月1日～11月17日

ヲチヤラセナイ遺跡 ●
● 2008年度:7月8日～10月31日 2009年度:5月14日～7月31日
2010年度:6月1日～11月17日

調査面積
ヲチヤラセナイ遺跡 ●

● 2008年度:4,239㎡(ｦチヤラセナイチヤシ跡含む）
2009年度:1,003㎡ 2010年度:3,470I'f

調査原因 厚幌ダム建設

種別
ｦチャラセナイチャシ跡：チャシ跡

ｦチャラセナイ遺跡 ●
■ 集落跡墳墓

主な時代
ｦチャラセナイチャシ跡：アイヌ文化期

ｦチャラセナイ遺跡 ●
● 縄文時代･擦文文化期･アイヌ文化期

主な遺構

ｦチャラセナイチャシ跡：チャシ跡(アイヌ文化期）

ｦチャラセナイ遺跡 ●
● 竪穴式住居跡･士坑墓･士坑｡Tピット･焼土･シカ塚
･剥片石器集中･剥片集中･礫石器集中･集石(縄文時代)、
土坑･焼土(擦文文化期)、
平地式住居跡･建物跡･士坑墓･獣骨集中(アイヌ文化期）

主な遺物

ｦチャラセナイチャシ跡：鉄斧･鉄鐡(アイヌ文化期）

ｦチャラセナイ遺跡 ●
● 中茶路式･東釧路Ⅳ式･大麻V式･円筒下層d式。
シュブノツナイ式･蛇紋岩を含む土器･タプコプ式土器、
石器類(縄文時代)、擦文土器(擦文文化期)、鮫皮着せ腰刀．
漆器皿･鉄鍋・刀剣類･鉄斧･礫石器(アイヌ文化期）

要約

ｦチヤラセナイチヤシ跡は河岸段丘の先端部に立地する丘先式のチヤシ跡である｡チヤシ跡全面は1667年降灰の樽前
b火山灰に覆われており､この火山灰を除去後黒色士を3～4cm掘り下げたところで構築面を確認しており、中世段階のも
のと考えられる｡ヲチヤラセナイ遺跡のアイヌ文化期の調査では､チヤシ跡と同時期と考えられる集落の調査を行ってい
る｡縄文時代の調査では､縄文時代前期後半の大型竪穴住居跡や､同時期のシカ塚の調査を行っている｡また､集落の
構造が明らかになってきており､居住区･墓域･捨て場跡などを区分して土地を利用している様子が伺える。
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